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御　

挨　

拶

　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
中
世
の
港
町
・
市
場
町
で
あ
る
草
戸
千
軒
町
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
町
）

の
遺
跡
、
近
世
後
期
の
備
後
国
神
辺
（
現
在
の
福
山
市
神
辺
町
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
関
係
資
料
、

日
本
屈
指
の
古
地
図
資
料
を
集
め
た
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
広
島
県
の
歴
史
と
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
紀
要
は
、
調
査
研
究
の
成
果
を
広

く
公
開
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
究
紀
要
に
は
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
中
か
ら
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」
の
翻
刻
と
訳
注
、
広
島

頼
家
に
伝
わ
る
細
川
家
の
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て
資
料
の
年
代
を
検
討
し
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
関
す
る
考
察
、

二
篇
の
「
今
中
大
学
日
記
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
色
と
両
者
の
関
係
性
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を

描
い
た
『
縮
景
園
図
巻
』
に
記
録
さ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
内
容
の
検
証
結
果
、
縮
景
園
の
景
観
を
描
写
し
た
『
縮
景
園
記
』
の
草

稿
で
あ
る
『
縮
景
園
記
稿
本
』
に
関
す
る
資
料
紹
介
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
頼
山
陽
の
漢
詩
草
稿
の
訳
注
の
取
組
、
草

戸
千
軒
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
の
七
編
の
論
考
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
調
査
研
究
活
動
に
御
支
援
・
御
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
書
が
今
後
と
も

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
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は
じ
め
に

　

頼
山
陽
史
跡
資
料
館
が
所
蔵
す
る
広
島
頼
家
関
係
資
料
（
通
称
「
杉
ノ
木
資
料
」
）

は
、
広
島
藩
儒
で
あ
る
頼
春
水
の
子
孫
の
も
と
に
伝
来
し
た
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら

近
代
に
至
る
資
料
群
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
著
述
稿
本
類
、
書
状
類
、
典
籍
類
、
書

画
類
、
器
物
類
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

当
資
料
館
で
は
、
令
和
四
年
九
月
八
日
（
木
）
～
十
月
十
六
日
（
日
）
に
「
頼
家
ゆ
か

り
の
絵
図
」
と
題
し
た
展
覧
会
を
開
催
し
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
空
間
を

図
的
に
表
現
し
た
絵
図
資
料
を
広
く
紹
介
し
た
（
1
）

。
ど
う
い
っ
た
絵
図
が
あ
る
の
か

簡
単
に
述
べ
れ
ば
、〔
頼
家
屋
敷
間
取
図
〕（

2
）

や
〔
頼
家
屋
敷
伏
図
〕（

3
）

と
い
っ
た
屋
敷

の
図
面
の
他
、「
備
中
湯
原
路
図
」（

4
）

や
〔
豊
後
国
日
田
郡
隈
町
森
家
周
辺
図
〕（

5
）

と

い
っ
た
旅
の
中
で
作
成
・
入
手
さ
れ
た
図
、〔
聖
堂
南
面
絵
図
面
〕（

6
）

な
ど
政
務
の
中

で
作
成
さ
れ
た
図
、「
勢
州
三
重
郡
川
尻
村
往
来
地
図
」（

7
）

や
「
備
中
国
下
道
郡
南
山

古
墳
ノ
図
」（

8
）

と
い
っ
た
人
的
交
流
の
中
で
伝
来
し
た
図
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
の
絵
図
は
、
頼
家
の
暮
ら
し
や
交
遊
関
係
、
学
者
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
明

ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
情
報
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
中
に

は
年
代
や
伝
来
の
経
緯
が
明
ら
か
で
な
い
資
料
も
あ
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
二
点
の
絵
図
（
「
椎
田
犬
追
物
馬
場
略
図
」（

9
）・〔

吹
上
御
庭
相

撲
上
覧
所
図
〕（
10
）
）
は
、
細
川
家
で
行
わ
れ
て
い
た
犬
追
物
の
図
と
、
江
戸
城
内
吹
上

庭
で
興
行
さ
れ
た
上
覧
相
撲
の
図
と
い
う
、
故
実
・
武
芸
に
関
わ
る
興
味
深
い
資
料

で
あ
る
が
、
ど
う
い
っ
た
背
景
の
も
と
頼
家
に
伝
来
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
分
か
ら

な
い
点
が
多
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
絵
図
の
内
容
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
を
通
し
て
、

資
料
の
年
代
を
検
討
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
推
定
年
代
を
足
が
か
り
に
、
頼
家
に
伝
来

し
た
経
緯
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

1　
「
椎
田
犬
追
物
馬
場
略
図
」

　

（
1
）　

犬
追
物
の
歴
史
と
細
川
家
に
お
け
る
再
興

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
資
料
は
、
熊
本
藩
細
川
家
の
犬
追
物
に
関
す
る
図
（
写
真
1
）

で
あ
る
。
法
量
は
縦
四
四
・
三
セ
ン
チ
×
横
三
一
・
〇
セ
ン
チ
で
、
端
裏
に
「
細
川
家
犬

追
物
馬
場
図
」
と
あ
り
、
本
紙
上
部
に
「
椎
田
犬
追
物
馬
場
略
図
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
椎
田
」
と
は
熊
本
藩
横
手
手
永
に
属
す
椎
田
村
の
こ
と
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
犬
追

物
が
細
川
家
で
再
興
さ
れ
た
当
初
は
こ
の
地
で
犬
追
物
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

犬
追
物
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く
と
、
騎
馬
で
犬
を
追
う
武
芸
で
あ
り
、
流
鏑
馬
・

笠
懸
と
あ
わ
せ
て
馬
上
の
三
物
と
い
わ
れ
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
武

士
た
ち
の
必
須
の
武
芸
で
あ
っ
た
（
11
）
。
そ
の
起
源
は
諸
説
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
初

め
に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
諸
役
や
故
実
が
次
第
に
整
備
さ
れ
、
十
五
世

紀
に
は
武
家
故
実
と
し
て
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
よ
う
だ
（
12
）
。
し
か
し
、
犬
追
物
は
そ
の

　
研
究
ノ
ー
ト　
広
島
頼
家
伝
来
の
細
川
家
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て

川　

邊　
　

あ
さ
ひ
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後
廃
れ
て
い
き
、
江
戸
時
代
に
は
限
ら
れ
た
家
で
行
わ
れ
る
ば
か
り
と
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
に
お
い
て
有
名
な
の
は
島
津
家
の
犬
追
物
で
あ
る
。
正
保
四
年

（
一
六
四
七
）
に
三
代
将
軍
徳
川
家
光
を
招
い
て
行
わ
れ
、
こ
れ
を
機
と
し
て
島
津
家

の
犬
追
物
は
お
家
芸
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
島

津
家
で
も
犬
追
物
が
衰
退
し
、
一
七
四
〇
年
前
後
に
は
一
旦
途
絶
え
て
し
ま
う
が
、

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
再
興
が
企
図
さ
れ
、
絵
図
や
故
実
書
な
ど
を
も
と
に
犬
追

物
故
実
が
研
究
さ
れ
た
結
果
、
同
四
年
（
一
七
七
五
）
に
再
興
さ
れ
た
（
13
）
。

　

細
川
家
に
お
け
る
犬
追
物
は
、
天
明
年
間
に
復
活
を
遂
げ
た
も
の
で
、
そ
の
過
程

で
は
島
津
家
の
故
実
も
参
考
に
さ
れ
た
よ
う
だ
（
14
）
。
再
興
の
経
緯
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
と
、
境
野
嘉
十
郎
と
川
尻
御
作
事
所
御
作
事
頭
斎
藤
権
之
助
の
二
人
が
細

川
幽
斎
伝
来
の
犬
追
物
の
復
活
を
計
画
し
、
そ
こ
に
豪
商
江
良
英
林
・
仲
文
兄
弟
が

財
政
的
な
負
担
を
担
い
、
伝
書
等
の
講
究
と
練
習
が
行
わ
れ
た
（
15
）
。
そ
し
て
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
十
二
月
二
十
四
日
、
川
尻
椎
田
村
に
て
、
藩
主
が
見
守
る
中
で
射
人

七
十
四
人
を
集
め
て
興
行
さ
れ
た
と
い
う
（
16
）
。
こ
う
し
て
椎
田
村
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
犬
追
物
は
、
後
に
田
迎
村
へ
移
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
17
）
。

　

（
2
）　

絵
図
の
年
代

　

「
椎
田
犬
追
物
馬
場
略
図
」
の
文
字
情
報
を
確
認
す
る
と
（
図
1
）
、「
犬
追
物
師
役
」

と
し
て
「
斎
藤
権
之
助
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
彼
は
前
述

し
た
と
お
り
、
犬
追
物
再
興
の
立
役
者
で
あ
り
、
名
は
高
寿
、
通
称
権
之
助
、
芝
山
と

号
し
た
。
彼
が
騎
射
犬
追
物
師
役
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
天
明
七
年
二
月
（
18
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
図
は
天
明
七
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
、
資
料
の
年
代
の
下
限
に
迫
る
た
め
、『
熊
本
藩
年
表
稿
』（
19
）
か
ら
今
少
し

犬
追
物
の
変
遷
を
た
ど
る
と
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
三
月
の
項
に
、「
横
手
手
永
椎

田
村
騎
射
稽
古
場
、
地
主
へ
返
還
に
付
当
年
年
貢
扱
い
に
つ
い
て
」
と
の
記
述
が
み

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
十
年
（
一
七
九
八
）
に
は
「
犬
追
物
稽
古
場
を
千
葉
城
向
櫓
下
よ

り
田
迎
村
に
所
替
」
と
あ
り
、
こ
れ
以
降
田
迎
に
て
犬
追
物
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子

を
確
認
で
き
る
。
原
資
料
に
あ
た
る
作
業
が
で
き
て
い
な
い
た
め
明
言
は
で
き
な
い
が
、

犬
追
物
稽
古
場
は
寛
政
十
年
頃
よ
り
田
迎
村
に
移
さ
れ
、
椎
田
村
の
稽
古
場
は
そ
れ

よ
り
も
早
く
、
お
そ
ら
く
寛
政
四
年
頃
か
ら
機
能
を
他
へ
移
す
動
き
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
本
図
の
年
代
の
下
限
は
寛
政
年
間
中
頃
と
な
ろ
う
（
20
）
。

　

（
3
）　

犬
追
物
の
諸
役
と
配
置

　

次
に
、
図
示
さ
れ
て
い
る
情
報
を
み
て
い
き
、
犬
追
物
の
い
か
な
る
場
面
を
描
い

た
図
で
あ
る
か
確
認
し
て
い
く
。
左
端
を
見
る
と
、「
三
十
六
騎
犬
追
物
之
節
」
と
書

か
れ
、
そ
の
下
に
「
検
見
二
人　

介
添
二
人　

口
取
二
人
」「
射
手
奉
行
二
人　

助
役

六
人
」「
申
次
三
人　

介
添
三
人　

口
取
三
人
」「
日
記
二
人　

介
一
人　

小
使
一
人
」

「
幣
童
三
人
」「
射
手
三
十
六
騎　

介
副
三
十
六
人　

口
取
三
十
六
人
」「
犬
下
知
者
二

人　

矢
取
五
人　

犬
ハ
ナ
シ
五
人　

犬
カ
ケ
八
人　

犬
引
十
五
人
」
と
諸
役
及
び
人

【写真 1】「椎田犬追物馬場略図」
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【図 1】「椎田犬追物馬場略図」

※網かけをしている文字・記号は朱筆箇所を示す。
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数
が
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
犬
追
物
は
三
十
六
騎
を
十
二
騎
ず
つ
三
手
に
分
け
る

こ
と
が
本
式
の
手
組
で
あ
り
（
「
条
々
聞
書
貞
丈
抄
」（
21
）
）
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

の
は
本
式
で
行
う
際
の
諸
役
及
び
人
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
人
数
を
合
計
す
る
と

百
七
十
三
人
と
な
り
、
犬
追
物
は
興
行
す
る
上
で
多
く
の
参
加
者
を
必
要
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

諸
役
の
役
割
に
つ
い
て
、
島
津
家
の
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
簡
単
に
触
れ
て
お
き

た
い
。
ま
ず
、「
検
見
」
は
射
手
の
当
り
矢
の
優
劣
を
定
め
る
重
要
な
役
で
あ
り
、
犬

追
物
故
実
に
精
通
し
た
者
が
勤
め
る
べ
き
と
さ
れ
た
（
22
）
。「
射
手
奉
行
」
は
、『
古
事

類
苑
』
武
技
部
に
「
射
手
を
支
配
し
行
儀
正
し
、
狼
藉
を
禁
ず
る
役
也
、
威
勢
あ
り
て

重
き
人
體
勤
之
」（
〔
犬
追
物
之
式
〕
）
と
あ
り
、
射
手
を
統
率
す
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。「
申
次
」
は
、
島
津
家
の
喚
次
に
等
し
く
、
当
り
矢
が
あ
っ
た
こ
と

を
日
記
付
に
報
告
す
る
役
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
日
記
」
は
記
録
係
で
あ
り
、

「
幣
童
」
は
喚
次
の
声
に
従
い
幣
を
振
っ
て
日
記
付
に
知
ら
せ
る
「
幣
振
」（
『
古
事
類

苑
』
武
技
部
「
犬
追
物　

上
」
）
と
同
役
と
考
え
ら
れ
る
。「
射
手
」
は
、
説
明
す
る
ま
で

も
な
く
騎
馬
で
犬
を
追
物
射
に
す
る
者
で
あ
り
、「
犬
下
知
者
」
に
つ
い
て
は
定
か
で

な
い
が
、
犬
を
扱
う
他
、
雑
務
を
行
う
者
の
統
括
を
担
う
役
で
あ
ろ
う
か
。

　

図
に
戻
る
と
、
馬
場
の
中
心
に
は
三
つ
の
円
が
同
心
円
状
に
描
か
れ
、
内
側
か
ら

「
小
縄
」「
大
繩
」「
防
尓
又
ケ
ツ
リ
キ
ハ
ト
云
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
馬
場
の
北
部
に
は

「
日
記
」
と
書
き
込
ま
れ
た
空
間
が
あ
り
、
記
録
係
で
あ
る
「
日
記
」
が
着
座
す
る
場
所

を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
隣
に
は
、
空
間
を
別
に
し
て
「
公
位
」

「
次
間
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
貴
人
や
そ
れ
に
連
な
る
者
が
着
座
す
る
桟
敷
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

馬
場
内
に
は
、
南
側
に
「
上
手
」
、
西
側
に
「
中
手
」
、
東
側
に
「
下
手
」
と
朱
で
書
か

れ
て
い
る
。
三
十
六
騎
は
十
二
騎
ず
つ
上
手
・
中
手
・
下
手
に
分
け
る
の
を
例
と
し
て

い
る
た
め
、
こ
れ
は
射
手
が
控
え
る
位
置
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
短
い
朱

線
が
十
二
本
ず
つ
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
十
二
騎
が
一
列
に
並
ぶ
こ
と
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上
手
の
射
手
の
右
隣
に
「
検
見
」、
馬
場
の
北
東
に
「
申
次
」

が
朱
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
射
手
や
検
見
の
位
置
か
ら
み
て
、
本
図
は
犬
追
物
が
始
ま
る
に
あ
た
り
、

射
手
や
諸
役
の
面
々
が
馬
場
へ
入
場
し
、
着
く
べ
き
位
置
を
示
し
た
図
と
考
え
ら
れ

る
。
犬
追
物
は
上
手
→
中
手
→
下
手
の
順
で
行
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
後
上
手
が
「
ケ
ツ

リ
キ
ハ
」（
け
ず
り
際
）
に
並
び
、
犬
が
引
き
入
れ
ら
れ
、
小
縄
の
内
か
ら
放
た
れ
て
犬

追
物
が
始
め
ら
れ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
中
に
は
位
置
が
示
さ
れ
て
い
な
い
役
も
あ
り
、
ま
た
射
手
や
犬
が
出
入

り
す
る
の
で
あ
ろ
う
戸
口
や
門
が
名
称
と
共
に
記
さ
れ
る
一
方
で
射
手
等
の
動
線
が

な
い
な
ど
、
興
行
の
具
体
を
知
る
に
は
聊
か
情
報
量
が
十
分
で
な
く
、
本
図
の
み
で

読
み
手
が
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、

口
頭
な
ど
に
よ
る
具
体
的
な
説
明
が
本
図
に
伴
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
図
の
入
手
経
路
に
つ
い
て
は
、
頼
家
と
熊
本
藩
の
人
物
と
の
交
流
の
中
で
入
手

さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
三
章
で
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

2　
〔
吹
上
御
庭
相
撲
上
覧
所
図
〕

　

（
1
）　

上
覧
相
撲
の
歴
史
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【写真 2】〔吹上御庭相撲上覧所図〕

【図 2】〔吹上御庭相撲上覧所図〕
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本
章
で
み
て
い
く
資
料
は
、
江
戸
城
内
吹
上
御
苑
で
将
軍
の
臨
席
の
も
と
行
わ

れ
た
上
覧
相
撲
の
図
（
写
真
2
・
図
2
）
で
あ
る
。
法
量
は
縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
×
横

三
八
・
七
セ
ン
チ
。
図
の
中
心
に
は
上
覧
所
が
置
か
れ
、
そ
の
向
か
い
に
は
土
俵
が
四

本
柱
と
共
に
描
か
れ
て
い
る
。
幕
や
周
辺
の
堀
や
土
手
、
通
り
や
門
が
示
さ
れ
、
ま
た

東
西
の
角
力
小
屋
か
ら
土
俵
ま
で
は
力
士
の
動
線
と
し
て
朱
の
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

　

上
覧
相
撲
の
歴
史
に
つ
い
て
、
土
屋
喜
敬
氏
の
研
究
（
23
）
よ
り
確
認
し
て
お
き
た
い
。

最
初
に
開
催
さ
れ
た
の
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
代

の
こ
と
で
、
周
到
な
準
備
が
行
わ
れ
た
上
、
六
月
十
一
日
に
催
さ
れ
た
。
土
俵
や
四

本
柱
が
設
営
さ
れ
、
相
撲
年
寄
・
力
士
・
行
司
な
ど
相
撲
側
か
ら
は
三
五
八
名
が
参

加
し
、
家
斉
や
老
中
松
平
定
信
、
若
年
寄
・
側
衆
ら
が
見
物
し
た
。
そ
の
後
も
、
寛
政

六
年
（
一
七
九
四
）・
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）・
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）・
同
十
三
年

（
一
八
三
〇
）と
催
さ
れ
、
十
二
代
将
軍
家
慶
の
代
で
も
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）・
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
と
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
七
回
の
興
行
が
あ
っ
た
。
開
催
地
は

寛
政
六
年
（
浜
御
殿
で
開
催
）
を
除
き
江
戸
城
吹
上
で
行
わ
れ
、
上
覧
相
撲
の
影
響
に

よ
り
相
撲
の
人
気
は
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

（
2
）　

上
覧
相
撲
の
年
代

　

本
図
が
頼
家
の
資
料
に
あ
る
理
由
を
考
え
る
上
で
、
江
戸
城
吹
上
で
行
わ
れ
た
六

回
の
興
行
の
内
、
何
年
の
上
覧
相
撲
に
係
る
図
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
土
俵
の
横
に
記
さ
れ
た
「
角
力
百
八
十
人　

九
十
番
」

と
い
う
文
字
情
報
で
あ
る
。
こ
の
「
九
十
番
」
と
い
う
数
字
は
取
組
数
を
示
し
て
い
る
。

上
覧
相
撲
の
取
組
数
は
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
実
際
の
取
組
数
の
内
も
っ
と
も
「
九
十

番
」
に
近
い
の
は
、
八
十
三
番
の
取
組
が
将
軍
の
前
で
披
露
さ
れ
た
寛
政
三
年
の
も

の
で
あ
る
（
24
）
。　

　

同
年
の
上
覧
相
撲
に
つ
い
て
詳
細
を
確
認
す
べ
く
、
当
日
の
様
子
や
取
組
勝
負
の

結
果
が
記
さ
れ
た
内
閣
文
庫
の
「
相
撲
上
覧
記
」（
寛
政
三
年
）（
25
）
を
み
る
と
、「
六
月

五
日
相
撲　

上
覧
被　

仰
出
候
節
者
取
組
九
十
番
有
之
候
筈
之
所
、
病
気
差
合
等
ニ

而
取
組
八
十
三
番
ニ
相
成
候
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
予
定
し
て
い
た
取
組
数
は

九
十
番
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
病
気
な
ど
に
よ
り
出
ら
れ
な
く
な
っ
た
力
士
が
お
り
、

結
果
的
に
八
十
三
番
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〔
吹
上
御
庭

相
撲
上
覧
所
図
〕は
寛
政
三
年
の
上
覧
相
撲
の
図
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

た
だ
し
、
本
図
の
角
力
の
動
線
は
、「
相
撲
上
覧
記
」
に
示
さ
れ
た
動
線
と
若
干
異

な
っ
て
い
る
。
本
図
が
当
初
予
定
し
て
い
た
取
組
数
を
記
し
て
い
る
点
を
考
え
る
と
、

開
催
前
に
作
成
さ
れ
た
図
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
情
報
の
差
異
は
こ
う
し
た
い

つ
の
時
点
で
作
成
さ
れ
た
か
の
違
い
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
理
由
に

よ
る
も
の
か
、
現
時
点
で
は
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
用
意
が
な
く
、
今
後
よ
り
詳
細

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

（
3
）　

吉
田
追
風
と
寛
政
三
年
上
覧
相
撲
の
関
わ
り

　

「
相
撲
上
覧
記
」
に
は
、「
吉
田
追
風
」
と
い
う
人
物
が
度
々
登
場
し
、
上
覧
相
撲
に

お
い
て
指
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
当
日
の
流
れ

の
中
で
、「
古
例
之
形
」
で
土
俵
の
内
に
最
初
に
入
る
の
は
吉
田
追
風
で
あ
り
、
最
後

の
取
組
の
行
司
も
追
風
が
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
取
組
終
了
後
に
は
「
谷
風
い
た
き
正

西
を
三
度
右
を
弐
度
弓
を
振
り
、
古
例
の
如
く
平
伏
し
て
東
西
の
両
関
入
ル
と
追
風

立
て
土
俵
へ
入
天
下
泰
平
を
祝
す
」
と
、
上
覧
相
撲
を
遂
行
す
る
上
で
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。



－ 33 －

研究ノート　広島頼家伝来の細川家犬追物と上覧相撲の図について

　

吉
田
追
風
は
、
本
朝
相
撲
司
御
行
司
を
標
榜
す
る
吉
田
家
十
九
代
善
左
衛
門
で
あ

り
、
細
川
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
。
内
山
幹
生
氏
の
「
日
本
相
撲
司
の
成
立
～
吉
田
司
家

の
権
威
形
成
過
程
～
」（
26
）
よ
り
追
風
と
寛
政
三
年
の
上
覧
相
撲
へ
の
関
わ
り
に
つ
い

て
確
認
す
る
と
、
吉
田
家
は
上
覧
相
撲
以
前
か
ら
三
都
の
職
業
相
撲
集
団
と
つ
な
が

り
が
あ
り
、
追
風
に
相
撲
故
実
弟
子
入
り
す
る
関
係
者
も
い
た
。
こ
う
し
た
背
景
が

あ
り
、
寛
政
三
年
の
上
覧
相
撲
に
際
し
、
江
戸
相
撲
会
所
は
追
風
を
故
実
指
導
者
お

よ
び
最
高
指
揮
者
と
し
て
、
幕
府
へ
登
用
を
願
い
出
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
吉
田
家
は
「
本
朝
相
撲
司
御
行
司
」
を
名
実
と
も
に
手
に
し
、
相
撲
故

実
の
家
元
た
る
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
内
山
氏
は
、
こ
う
し

た
権
威
確
立
に
は
、
熊
本
藩
に
お
け
る
吉
田
家
擁
立
の
意
向
が
大
き
く
反
映
し
て
い

た
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
本
図
は
寛
政
三
年
の
上
覧
相
撲
を
描
い
た
も
の
で
、
当
年

の
相
撲
は
細
川
家
家
臣
・
吉
田
追
風
が
指
導
的
立
場
で
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
椎

田
犬
追
物
馬
場
略
図
」
と
同
様
に
細
川
家
に
関
係
す
る
資
料
と
し
て
み
る
こ
と
も
で

き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
年
代
も
〔
吹
上
御
庭
相
撲
上
覧
所
図
〕
が
寛
政
三
年
、「
椎
田

犬
追
物
馬
場
略
図
」
が
天
明
七
年
～
寛
政
年
間
中
頃
と
、
近
い
時
期
の
も
の
で
あ
る

こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

3　
頼
春
水
の
江
戸
詰
と
交
遊
関
係

　

両
絵
図
が
細
川
家
に
関
係
す
る
資
料
で
あ
り
、
ま
た
年
代
も
近
い
と
い
う
点
を
踏

ま
え
た
上
で
、
本
章
で
は
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
絵
図
の
推
定
年
代
は
、
春
水
が
江
戸
詰
を
命
じ
ら
れ
、
江

戸
滞
在
期
間
が
長
期
に
わ
た
っ
て
い
た

時
期
と
重
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
表
）
。

広
島
藩
儒
で
あ
っ
た
春
水
は
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
に
命
じ
ら
れ
た
の
を
は
じ
め

と
し
、
生
涯
に
七
回
の
江
戸
詰
を
経
験
し

て
い
る
。
内
、
五
回
目
ま
で
は
世
子
斉
賢

の
伴
読
が
任
で
あ
り
（
27
）
、
こ
の
間
は
広
島

よ
り
も
江
戸
で
の
暮
ら
し
が
中
心
で
あ
っ

た
。
江
戸
に
お
い
て
春
水
は
江
戸
在
住
の

学
者
や
他
藩
の
儒
学
者
と
交
際
し
て
お
り
、

江
戸
は
情
報
を
収
集
す
る
場
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
そ
の
た
め
、
熊
本
藩
と
の
つ
な
が

り
が
示
唆
さ
れ
る
両
絵
図
は
、
江
戸
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
頼
春
水
が
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

　

で
は
、
春
水
は
江
戸
滞
在
中
に
熊
本
藩
の
人
物
と
実
際
に
交
際
が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
春
水
の
日
記
で
あ
る
「
春
水
日
記
」（
28
）
よ
り
確
認
し
て
い
く
と
、
熊
本
藩
士
と

会
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
交
際
が
目
立
つ

年
が
あ
る
。
そ
れ
は
寛
政
三
年
で
あ
り
、
記
事
を
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 　

•
四
月
十
八
日　
　

「
昨
日
大
城
多
十
郎
来
話
」

　

•
五
月
二
十
七
日　

「
入
江
、
井
上
（
29
）
両
士
来
尋
之
由
、
留
守
ニ
て
無
面
談
」

　

•
五
月
二
十
八
日　

「
他
出
、
出
勤
、
岡
田
、
黒
澤
、
柴
野
、
大
城
、
宮
原
へ
行
」

　

•
五
月
二
十
九
日　

 「
山
口
、
服
部
、
大
城
、
宮
原
、
片
瀬
、
岡
諸
子
来
会
、
餞
山
口

回数 江戸着 江戸発

1 天明 3（1783）9.2 ― 天明 5（1785）4.12

2 天明 5（1785）9.7 ― 天明 8（1788）4.11

3 天明 8（1788）10.11 ― 寛政 2（1790）4.11

4 寛政 2（1790）10.4 ― 寛政 3（1791）10.11

5 寛政 4（1792）9.7 ― 寛政 5（1793）9.12

6 寛政12（1800）4.9 ― 享和元（1801）4.21

7 享和 2（1802）9.23 ― 享和 3（1803）4.14

【表】頼春水の江戸詰期間（「春水日記」より作成）
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翁
也
」

　

•
六
月
十
三
日　
　

「
井
上
平
八
、
大
城
準
太
来
、
不
遇
」

　

•
六
月
三
十
日　
　

「
細
川
、
備
前
之
同
志
へ
立
寄
」

　

•
七
月
十
五
日　
　

「
姫
井
、
大
城
多
十
、
片
瀬
ニ
過
」

　

•
八
月
四
日　
　
　

「
福
井
、
大
城
、
中
尾
、
姫
井
歴
見
」

　

•
八
月
二
十
九
日　

「
論
語
会
業
之
所
、
大
城
来
尋
、
小
酌
及
暮
」

　

•
九
月
二
十
日　
　

「
片
瀬
ニ
て
東
蒙
、
岡
田
、
服
部
、
大
城
、
井
上
」

　

•
九
月
二
十
八
日　

 「
細
川
・
大
城
氏
御
用
出
ニ
て
学
談
、
夜
通
り
、
四
つ
半
時
過

御
門
入
り
」

　

•
九
月
二
十
九
日　

 「
前
夜
持
帰
り
候
墨
跡
類
入　

御
覧
、
夫
よ
り
典
膳
殿
へ
も

差
出
し
、
図
書
殿
、
植
木
・
小
野
両
人
一
同
ニ
一
覧
相
済
、

又
々
御
小
姓
筆
頭
へ
出
し
、
又
入　

御
覧
置
」

　

•
十
月
七
日　
　
　

 「
入
江
十
郎
大
夫
、
大
城
多
十
郎
、
有
馬
源
内
、
野
田
又
十
郎
、

東
蒙
来
会
」

　

•
十
月
八
日　
　
　

「
井
上
平
八
、
大
城
準
多
来
」

　

傍
線
部
が
熊
本
藩
関
係
者
と
推
定
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
前
後
の
年
は
熊
本
藩
士

と
の
交
流
が
年
に
一
、
二
回
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
年
は
十
回
以
上
に
わ
た
っ
て
い

る
。
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
九
月
二
十
八
日
の
記
事
で
あ
る
。「
細
川
・
大
城
氏
」

と
学
談
し
て
お
り
、「
御
用
出
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
件
が
公
務
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
分
か
る
（
30
）
。「
大
城
氏
」
と
は
熊
本
藩
の
儒
学
者
・
大
城
多
十
郎
で
あ
り
、
藩
校

時
習
館
の
助
教
を
勤
め
た
人
物
で
あ
っ
た
。
春
水
と
交
遊
の
あ
る
熊
本
藩
儒
と
い
え

ば
、
辛
島
塩
井
が
有
名
で
あ
る
が
、「
春
水
日
記
」
に
塩
井
が
現
れ
る
の
は
寛
政
五
年

（
一
七
九
三
）
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

　

翌
二
十
九
日
の
記
事
も
併
せ
て
み
る
と
、
前
夜
の
「
学
談
」
を
経
て
持
ち
帰
っ
た
「
墨

跡
類
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
世
子
が
「
御
覧
」
に
な
る
他
、
御
年
寄
・
堀
江
典
膳
や
御
附

御
用
人
・
山
田
図
書
、
御
小
姓
筆
頭
も
確
認
し
て
い
る
。
持
ち
帰
っ
た
「
墨
跡
類
」
が

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
こ
れ
ら
交
際
の
中
で
ど
の
よ
う
な
話
が
交
わ
さ

れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
検
討
材
料
が
足
り
ず
明
ら
か
に
し
得
な
い
。
学
問
に
つ
い

て
の
議
論
が
主
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
寛
政
三
年
を
中
心

に
熊
本
藩
の
人
々
と
頻
繁
な
交
流
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
絵
図
は
こ
の
交
流
の

中
で
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

も
う
一
点
、
別
の
可
能
性
を
挙
げ
て
お
く
と
す
れ
ば
、
高
山
彦
九
郎
（
一
七
四
七
～

一
七
九
三
）
と
の
交
流
で
あ
ろ
う
。
高
山
彦
九
郎
は
蒲
生
君
平
・
林
子
平
と
と
も
に

寛
政
の
三
奇
人
と
称
さ
れ
た
人
物
で
、
春
水
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
二
人
は
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
か
ら
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
か
け
て
、
江
戸
で
複
数
回
会
っ
て
い
る

こ
と
を
、「
春
水
日
記
」
か
ら
確
認
で
き
る
。
彦
九
郎
は
諸
国
を
遊
歴
す
る
中
で
熊
本

に
も
訪
れ
て
お
り
、
犬
追
物
師
範
で
あ
っ
た
斎
藤
権
之
助
に
文
武
の
道
を
問
う
た
と

も
言
わ
れ
て
い
る
（
31
）
。
し
た
が
っ
て
、
高
山
彦
九
郎
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
た
可
能

性
も
あ
る
が
、
彦
九
郎
が
熊
本
に
入
る
寛
政
四
年
（
32
）
以
降
は
、「
春
水
日
記
」
や
書
状

な
ど
の
史
料
上
か
ら
は
、
春
水
と
彦
九
郎
と
の
交
流
を
見
出
せ
な
い
た
め
、
春
水
が

熊
本
藩
士
と
の
交
流
の
中
で
直
接
入
手
し
た
と
い
う
前
者
の
可
能
性
の
方
が
高
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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二
つ
の
絵
図
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。「
椎
田
犬
追
物
馬
場
略
図
」
は
熊
本
藩
椎

田
村
に
置
か
れ
て
い
た
犬
追
物
の
馬
場
を
描
き
、
本
式
の
手
組
で
行
う
際
の
諸
役
及

び
人
数
を
記
す
と
共
に
、
馬
場
で
の
立
ち
位
置
を
図
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
資
料

の
年
代
は
天
明
七
年
～
寛
政
年
間
中
頃
と
推
測
さ
れ
る
。

　

〔
吹
上
御
庭
相
撲
上
覧
所
図
〕
は
江
戸
城
内
吹
上
御
苑
で
行
わ
れ
た
上
覧
相
撲
の
図

で
あ
り
、
文
字
情
報
か
ら
寛
政
三
年
に
行
わ
れ
た
上
覧
相
撲
の
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
確
認
し
た
。
そ
し
て
、
当
年
の
上
覧
相
撲
の
興
行
に
は
熊
本
藩
士
・
吉
田
追
風
が
相

撲
故
実
を
指
導
す
る
重
要
な
立
場
で
関
わ
っ
て
お
り
、「
椎
田
犬
追
物
馬
場
略
図
」
と

同
じ
く
細
川
家
に
関
わ
る
資
料
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
点
を
指
摘
し
た
。

　

両
絵
図
の
推
定
年
代
は
春
水
が
江
戸
詰
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
り
、
寛

政
三
年
を
中
心
に
熊
本
藩
の
儒
学
者
と
頻
繁
に
面
会
し
て
い
る
な
ど
、
細
川
家
家
臣

と
の
交
際
が
認
め
ら
れ
る
点
か
ら
、
こ
う
し
た
江
戸
に
お
け
る
交
流
の
中
で
両
絵
図

は
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

絵
図
を
入
手
し
た
理
由
が
、
春
水
の
個
人
的
関
心
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
の
か

は
現
時
点
で
は
分
か
ら
な
い
。
春
水
は
在
坂
時
代
か
ら
歴
史
書
編
纂
の
希
望
が
あ
り

（
33
）
、
歴
史
に
対
す
る
深
い
関
心
が
、
こ
う
し
た
故
実
に
関
わ
る
資
料
の
入
手
へ
結
び

つ
い
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
34
）
。
ま
た
、
七
代
藩
主
浅
野
重
晟
は
文
武
を
奨
励
し
て

お
り
、
側
近
の
者
と
鉄
砲
・
騎
馬
筒
・
弓
・
乗
馬
な
ど
を
稽
古
し
奨
励
す
る
だ
け
で
な

く
、
家
老
・
番
頭
・
用
人
な
ど
に
も
相
手
を
さ
せ
て
、
親
し
く
話
し
合
っ
て
い
た
と
い

う
。
重
晟
は
、
相
撲
に
つ
い
て
も
、
領
内
の
力
士
を
残
ら
ず
呼
び
出
し
て
御
泉
水
で
業

前
を
透
見
す
る
（
35
）
な
ど
、
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。
こ
う
し
た
当
時
の
藩
内
の

武
芸
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
も
念
頭
に
置
く
必
要
は

あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
絵
図
以
外
に
も
、
春
水
の
幅
広
い
知
へ
の
探
求
心
を
う
か
が
え

る
資
料
が
広
島
頼
家
関
係
資
料
に
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
総
体
的
に
分
析
す

る
こ
と
は
、
儒
学
者
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
や
活
動
の
実
態
、
多
様
な
情
報

収
集
の
源
に
あ
る
関
心
の
所
在
な
ど
を
捉
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
細
川
家
側
の
資
料
ま
で
調
査
で
き
て
お
ら
ず
十
分
な
検
討
が
で

き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
推
測
を
重
ね
て
い
る
点
も
あ
り
課
題
も
多
い
が
、
当
時

の
知
的
交
流
の
様
相
や
、
故
実
・
武
芸
な
ど
の
研
究
が
今
後
展
開
し
て
い
く
中
で
、
本

稿
が
そ
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

【
注
】

1 　

本
展
で
は
、『
広
島
頼
家
関
係
資
料
目
録
』（
広
島
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
二
一
）
に
お
い
て

「
絵
図
類
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
資
料
の
他
、
記
録
と
し
て
の
性
格
が
強
く
「
文
書
・
記
録
類
」

に
分
類
さ
れ
た
も
の
な
ど
、
絵
図
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
資
料
を
幅
広
く
取
り
上
げ
た
。

2 　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
145
―
1
。

3　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
145
―
2
。

4 　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
346
―
1
。
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
胸
部
の
不
快
感
を
覚

え
た
頼
春
水
が
、
美
作
国
湯
原
温
泉
へ
湯
治
に
出
か
け
た
際
の
資
料
。
神
辺
か
ら
湯
原
ま
で

の
里
程
図
が
描
か
れ
、
湯
原
の
町
中
略
図
と
共
に
貼
り
継
が
れ
て
い
る
。

5 　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
348
―
17
。
豊
後
国
日
田
郡
隈
町
の
豪
商
・
森
家
（
鍋
屋
）
の
場

所
を
示
し
た
図
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
、
頼
山
陽
が
九
州
旅
行
で
森
家
を
訪
れ
て
お
り
、

本
資
料
は
旅
の
中
で
森
家
へ
の
案
内
と
し
て
渡
さ
れ
た
図
の
可
能
性
が
あ
る
。

6 　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅰ
―
142
―
5
。
藩
校
・
学
問
所
内
部
の
改
造
と
聖
廟
の
改
築
に
つ

い
て
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
春
水
が
意
見
を
述
べ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
聖
廟
の
図
。

7 　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
85
。
伊
勢
国
三
重
郡
川
尻
村
へ
の
行
程
図
。
寛
政
二
年
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（
一
七
九
〇
）
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
川
尻
村
で
過
ご
し
た
木
村
蒹
葭
堂
が
春
水
に
送
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
蒹
葭
堂
は
、
書
画
や
詩
、
本
草
学
な
ど
多
方
面
で
活
躍
し
た
大
坂

の
町
人
で
、
春
水
と
交
流
が
あ
っ
た
。

8 　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
348
―
30
。
備
中
国
下
道
郡
川
辺
駅
の
南
方
に
位
置
す
る
「
南

山
古
墳
」
を
描
い
た
図
。
同
郡
出
身
の
地
理
学
者
・
古
川
古
松
軒
に
よ
る
「
吉
備
之
志
多
道
」

や
「
古
川
反
古
」
に
こ
の
古
墳
が
図
と
共
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
松
軒
が
伝
え

た
図
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
春
水
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
五
月
二
十
一
日
に
、
江
戸
で
古

松
軒
と
会
っ
て
お
り
、
六
月
十
一
日
に
は
「
遠
近
計
度
之
述
口
授
」
と
、
測
量
の
方
法
を
古
松

軒
か
ら
学
ん
で
い
る
（
「
春
水
日
記
」
寛
政
三
年
五
月
二
十
一
日
・
六
月
十
一
日
条
。『
頼
山
陽

全
書　

附
録
』
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
、
一
九
三
一
所
収
）
。

9　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
348
―
24
。

10　

広
島
頼
家
関
係
資
料　

Ⅲ
―
348
―
13
。

11　

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
一
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
。

12 　

松
尾
千
歳
「
館
蔵
「
犬
追
物
図
」
に
つ
い
て
」
二
一
・
二
二
頁
（
尚
古
集
成
館
『
尚
古
集
成
館

紀
要
』
二
、
一
九
八
八
所
収
）
。

13�　

松
尾
千
歳
「
島
津
家
武
家
故
実
の
成
立
と
展
開　

犬
追
物
故
実
を
中
心
と
し
て
」

一
二
・
一
三
頁
（
尚
古
集
成
館
『
尚
古
集
成
館
紀
要
』
四
、
一
九
九
〇
所
収
）
。
本
段
落
は
当
論

文
に
よ
る
。

14 　

前
掲
注
13
、
一
三
頁
。

15 　

新
熊
本
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
熊
本
市
史　

通
史
編　

第
四
巻　

近
世
Ⅱ
』
熊
本
市
、

二
〇
〇
三
、
六
七
三
・
六
七
四
頁
。

16 　

熊
本
大
学
文
学
部
附
属
永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
『
細
川
家
文
書　

故
実
・
武
芸
編
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
、
二
〇
五
・
二
〇
六
頁
。

17　

前
掲
注
15
。

18　

前
掲
注
16
、
二
〇
五
頁
。

19 　

細
川
藩
政
史
研
究
会
編
『
熊
本
藩
年
表
稿
』
一
九
七
四
。
永
青
文
庫
（
細
川
家
文
書
）
や
そ

の
他
多
く
の
資
料
を
も
と
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
熊
本
藩
の
総
合
年
表
。

20 　

こ
こ
で
述
べ
た
「
年
代
」
と
は
内
容
年
代
で
あ
り
、
内
容
年
代
は
図
が
作
成
さ
れ
た
作
成

年
代
と
同
一
で
な
い
場
合
が
あ
る
（
杉
本
史
子
・
礒
永
和
貴
ほ
か
編
『
絵
図
学
入
門
』
東
京
大

学
出
版
会
、
二
〇
一
一
、
一
六
頁
）
が
、
本
資
料
の
場
合
は
作
成
年
代
も
内
容
年
代
と
同
一
、

あ
る
い
は
近
接
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
次
章
で
み
る
〔
吹
上
御
庭
相
撲
上
覧
所
図
〕
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

21 　

『
続
々
群
書
類
従 

第
七 

法
制
部
』
。
伊
勢
貞
丈
作
の
殿
中
に
お
け
る
武
家
の
故
実
礼
法

を
説
い
た
書
。「
犬
追
物
に
手
組
と
云
は
、
射
手
三
十
六
騎
を
三
手
に
分
る
を
本
式
と
す
る
也
、

十
二
騎
づ
ゝ
を
組
合
て
一
手
と
す
る
也
、
其
三
手
を
上
カ
ミ
の
手
中
ナ
カ
の
手
下
の
手
と
云

也
、
是
を
手
組
と
い
ふ
也
」
と
あ
る
。

22　

前
掲
注
12
、
二
九
頁
。
以
下
、
島
津
家
の
例
に
つ
い
て
は
同
論
文
に
よ
る
。

23　

土
屋
喜
敬
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
1
7
9　

相
撲
』
法
制
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
七
。

24　

相
撲
博
物
館
・
土
屋
喜
敬
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

25 　

内
閣
文
庫
「
相
撲
上
覧
記
」
第
4
冊
（
寛
政
三
年
）
。
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
。
国
立
公
文
書

館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
よ
り
閲
覧
。

26　

『
熊
本
史
学
』
九
七
、
二
〇
一
三
所
収
。

27　

頼
祺
一
『
近
世
後
期
朱
子
学
派
の
研
究
』
溪
水
社
、
一
九
八
六
、
一
七
〇
・
一
七
一
頁
。

28　

『
頼
山
陽
全
書　

附
録
』
頼
山
陽
先
生
遺
蹟
顕
彰
会
、
一
九
三
一
所
収
。

29 　

こ
の
二
人
は
、
前
年
の
四
月
九
日
に
春
水
を
訪
ね
た
「
細
川
家
井
上
、
入
江
」（「
春
水
日
記
」

寛
政
二
年
四
月
九
日
条
）と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

30 　

こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
、
春
水
が
世
子
に
関
わ
る
出
来
事
を
記
し
た
「
江
戸
詰
控
」（
広
島

頼
家
関
係
資
料　

Ⅱ
―
58
―
46
）
に
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、「
細
川
家
儒
臣
大
城
多
十
郎
へ

為
学
談
罷
越　

御
用
出
席
上
書
詩
共
持
帰
翌
朝
入　

御
覧
御
用
出
之
事　

此
度
を
初
と
す
」

と
あ
る
。

31　

前
掲
注
15
、
八
四
二
頁
。

32　

前
掲
注
19
。
寛
政
四
年
一
月
二
日
「
高
山
彦
九
郎
熊
本
に
来
る
」
と
あ
る
。

33　

前
掲
注
27
、
第
一
編
第
一
章
。

34 　

熊
本
藩
で
は
、
故
実
を
学
問
化
し
、
武
士
の
修
養
と
し
て
学
習
す
べ
き
知
識
教
養
へ
と
変

容
さ
せ
て
い
く
動
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
武
家
故
実
を
儒
教
の
倫
理
を
援
用
し
て
説
明
す
る

例
も
み
ら
れ
る
（
前
掲
注
16
、
二
〇
六
頁
）
。
こ
う
し
た
熊
本
藩
の
動
き
が
春
水
の
情
報
収
集

と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

35　

『
広
島
県
史　

近
世
2
』
広
島
県
、
一
九
八
四
、
一
一
七
五
頁
―
一
一
九
三
頁
。

（
付
記
）

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
相
撲
博
物
館
の
土
屋
喜
敬
氏
に
は
資
料
の
情
報
を
は
じ
め
、

上
覧
相
撲
に
つ
い
て
様
々
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
熊
本
県
教
育
庁
文
化
課
の
丸
山

大
輝
氏
に
は
、
細
川
家
の
犬
追
物
に
つ
い
て
参
考
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
尚

古
集
成
館
の
松
尾
千
歳
氏
・
小
平
田
史
穂
氏
に
は
、
関
係
論
文
の
提
供
を
賜
っ
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。



執　筆　者

　吾田　朱里 広島県立歴史博物館草戸千軒町遺跡研究所文化施設事務従事員

　川邊あさひ 広島県立歴史博物館頼山陽史跡資料館学芸員

　久下　実 徳島文理大学文学部教授

　白井比佐雄 広島県立歴史博物館アドバイザー

　花本　哲志 広島県立歴史博物館頼山陽史跡資料館主任学芸員

　下津間康夫 元広島県立歴史博物館草戸千軒町遺跡研究所学芸員

発　行　日　　令和 6年12月27日

編集・発行　　広島県立歴史博物館

Hiroshima Prefectural Museum of History

〒720-0067　広島県福山市西町2-4-1

2-4-1 Nishi-machi Fukuyama City Hiroshima

720-0067,Japan

Tel.084-931-2513 Fax.084-931-2514

印 刷　　株式会社中野コロタイプ

広 島 県 立 歴 史 博 物 館 　 研 究 紀 要 第 26号

BULLETIN of the Hiroshima Prefectural Museum of History Vol.26


	26_Title page in Japanese（表紙）
	26_Title page in English（裏表紙）
	26_KAWABE Asahi（27-36）
	26_Colophon（奥付）



